
 

８．産婦人科（川崎医科大学総合医療センターにて研修） 
 

１．ＧＩＯ(一般目標） 
産科・婦人科領域，つまり女性特有の疾患に対するプライマリケアを適切に実施できるための知識と技能

を習得し，指導医のもとで外来対応，入院診療，術前・術後の患者対応ができるような能力を身につける。 

 

２．ＳＢＯｓ(行動目標） 
１）女性の診療の特性を学ぶ。 

２）女性特有の疾患のプライマリケアを学ぶ。 

３）産科・婦人科疾患の診断・治療について学ぶ。 

 行動目標(SBOs) 研修方法 評価方法（EV） 

身体的診察法 

 

全身の観察ができ，記載できる 実習 カルテ評価 

腹部の診察ができ，記載できる 実習 カルテ評価 

女性生殖器の診察ができ，記載できる 実習 カルテ評価 

正常新生児の診察ができ，記載できる 実習 カルテ評価 

基本的な臨床検査 

 

妊娠反応 実習 実地試験 

婦人科細胞診 実習 実地試験 

産科超音波検査 実習 実地試験 

婦人科超音波検査 実習 実地試験 

生殖内分泌検査 実習 口頭試問 

婦人科細菌検査 実習 口頭試問 

CT 実習 口頭試問 

MRI 実習 口頭試問 

胎児心拍数陣痛図 実習・講義 口頭試問 

出生前診断としての胎児染色体検査 実習・講義 口頭試問 

基本的手技 

 

手術補助 実習 観察 

皮膚縫合 実習 観察 

術後創処置 実習 観察 

 会陰縫合 実習 観察 

 新生児蘇生法 実習・講義 観察・口頭試問 

基本的治療法 

 

切迫流早産の治療ができる 実習 カルテ評価 

妊娠悪阻の治療ができる 実習 カルテ評価 

帝王切開の適応を理解し，選択できる 実習 カルテ評価 

婦人科疾患の外科治療の適応を理解し，選択できる 実習 カルテ評価 

流産処置を理解できる 実習 カルテ評価 

医療記録 

 

診療録をPOSに従って記載できる 実習 カルテ評価 

処方箋・指示書を作成し，管理できる 実習 カルテ評価 

診療情報提供書を作成し，管理できる 実習 観察 

緊急を要する病態 

 

急性腹症 実習・講義 口頭試問 

切迫早産 実習 口頭試問 

胎児機能不全 実習・講義 口頭試問 

分娩停止 実習 口頭試問 

産科DIC 実習 口頭試問 



 

経験すべき疾患 

 正常分娩 実習 口頭試問 

流産 実習 口頭試問 

早産 実習 口頭試問 

産科出血 実習 口頭試問 

乳腺炎 実習 口頭試問 

月経異常 実習 口頭試問 

不正性器出血 実習 口頭試問 

異所性妊娠 実習 口頭試問 

骨盤内腫瘍 実習 口頭試問 

外陰・膣・骨盤内感染症 実習 口頭試問 

更年期障害 実習 口頭試問 

 

３．ＬＳ(方略） 

週間スケジュール 

 月 火 水 木 金 土 

8:30- 9:00 ﾓｰﾆﾝｸﾞｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 回診 ﾓｰﾆﾝｸﾞｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 回診 ﾓｰﾆﾝｸﾞｶﾝﾌｧﾚﾝｽ WEC/TEC 

9:00-12:30 病棟･外来実習 病棟･外来実習 病棟･外来実習 病棟･外来実習 病棟･外来実習 病棟・外来実習 

昼休み       

13:30-17:00 
手術 

回診・病棟 病棟･外来実習 
治療ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・ 

総回診 
症例検討会 病棟･外来実習 

 

 

４．Ｅｖ (評価) 
行動目標(SBOs)記載の表を参照のこと。 

 

５．その他 
当院の他に、川崎医科大学附属病院、倉敷成人病センター、岡山大学病院でも研修することができる。 

 

６．必修として研修後、再度研修する場合 
必修期間内に経験できなかった研修内容を重点的に行い、経験すべき疾患をより多く受け持つ。また行動

目標内の基本的手技、基本的治療法のより一層の取得に努める。 

 


